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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成22年6月17日(2010.6.17)

【公表番号】特表2009-536789(P2009-536789A)
【公表日】平成21年10月15日(2009.10.15)
【年通号数】公開・登録公報2009-041
【出願番号】特願2009-509836(P2009-509836)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/8234   (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/088    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/78     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/822    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/417    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/423    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/49     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/768    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  27/08    １０２Ａ
   Ｈ０１Ｌ  29/78    ３０１Ｘ
   Ｈ０１Ｌ  27/04    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ  27/08    １０２Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  29/50    　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｌ  29/58    　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｌ  21/90    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月19日(2010.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のソースと、
　第１のドレインと、
　第２のソースと、
　前記第１のソースと前記第１のドレインとの間に配置される第１のゲートと、
　前記第１のドレインと前記第２のソースとの間に配置される第２のゲートと、
　ウェル基板コンタクトと、
　を備え、
　前記第１のゲートおよび前記第２のゲートは、前記第１のドレイン内に交互に配置され
る第１の領域および第２の領域を定め、
　前記第１のゲートおよび前記第２のゲートは、前記第２の領域より前記第１の領域内で
の方が間隔をより大きくとって配置され、
　前記ウェル基板コンタクトは、前記第１の領域内に配置される、
　集積回路。
【請求項２】
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　前記第１の領域内に配置されるＲ個のウェル基板コンタクトをさらに備え、Ｒは１より
大きい整数である、請求項１に記載の集積回路。
【請求項３】
　Ｒは、３より大きく７より小さい整数である、請求項２に記載の集積回路。
【請求項４】
　前記集積回路は、複数のトランジスタを有する、請求項１に記載の集積回路。
【請求項５】
　前記複数のトランジスタは、ＰＲＯＭトランジスタを含む、請求項４に記載の集積回路
。
【請求項６】
　前記Ｒ個のウェル基板コンタクトは、Ｒ個のトランジスタのそれぞれと関連付けられる
、請求項２に記載の集積回路。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　集積回路は、水平および垂直の中心線の少なくとも１つに対して対称形を有する第１の
ドレイン領域を有する。第１のゲート領域は、第１のドレイン領域を囲む第１の形状を有
する。第２のドレイン領域は、対称形を有する。第２のゲート領域は、第２のドレイン領
域を囲む第１の形状を有する。接続ゲート領域は、第１のゲート領域と第２のゲート領域
とを接続する。第１のソース領域は、第１のゲート領域、第２のゲート領域、および、接
続ゲート領域の１つの側面に隣接して配置される。第２のソース領域は、第１のゲート領
域、第２のゲート領域、および、接続ゲート領域の１つの側と隣接するかまたは１つの側
に配置される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　集積回路を提供する方法は、水平および垂直の中心線の少なくとも１つに対して対称形
を有する第１のドレインを提供することと、第１のドレイン領域を囲む第１の形状を有す
る第１のゲート領域を提供することと、対称形を有する第２のドレイン領域を提供するこ
とと、第２のドレイン領域を囲む第１の形状を有する第２のゲート領域を提供することと
、接続ゲート領域を第１および第２のゲート領域に接続することと、第１のソース領域を
、第１のゲート領域、第２のゲート領域、および、接続ゲート領域の１つの側面に隣接し
て配置することと、第２のソース領域を第１のゲート領域、第２のゲート領域、および、
接続ゲート領域の１つの側に隣接して配置することと、を含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　図１０を参照すると、ＰＭＯＳトランジスタ１２０が示されている。ＰＭＯＳトランジ
スタ１２０は、ゲートコンタクト１２２、ソースコンタクト１２６、ドレインコンタクト
１２８、および、負の（Ｎ）ウェルコンタクト１３０を有する。ソースコンタクト１２６
は、Ｎ型基板層１３８に形成されたＰ＋＋領域１３４への接続を提供する。Ｎ型層１３８
は、Ｐ型基板１４０内に形成されている。Ｐ＋＋領域１３４は、ソースを形成する。ドレ
インコンタクト１２８は、Ｎ型層１３８に形成されるＰ＋＋領域１３６への電気的接続を
提供する。Ｐ＋＋領域１３６は、ドレインを形成する。Ｎウェルコンタクト１３０は、Ｎ
＋＋領域１４１またはＮウェルへの接続を提供する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　ドレイン領域３０６－３と、隣り合うソース領域３０４－２のソースコンタクト３１１
－１、３１１－２、...３１１－Ｂとの間を流れる実質的にすべての電流は、ドレインコ
ンタクト３３４－３の対向部分３３５と、ソース領域３０４－２におけるソースコンタク
ト３１１－１、３１１－２、...３１１－Ｂのそれぞれの対向部分３３７－１．３３７－
２...３３７－Ｂとの間を流れる。ドレインコンタクト３３４－３の他の対向部分と、他
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の隣り合うソース領域３０４－５、３０４－６、および、３０４－７におけるソースコン
タクト（図示せず）との間でも同様に電流が流れる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　図１２Ｃを参照すると、ＬＤＭＯＳ（ｌａｔｅｒａｌｌｙ　ｄｉｆｆｕｓｅｄ　ＭＯＳ
ＦＥＴ）トランジスタ３４０の他の典型的な高密度レイアウトが示されている。このレイ
アウトは、低ターンオンドレイン－ソース抵抗ＲＤＳｏｎを提供する傾向にある。トラン
ジスタ３４０は、ソース領域３０４－１１、３０４－１２、...３０４－４Ｑ、ドレイン
領域３０６－１１、３０６－１２、...３０６－４Ｔ、および、ゲート３１０を含み、Ｑ
およびＴは、整数である。図１２Ｃには４つの行が示されているが、より多いおよび／ま
たはより少ない行および／または列も用いられる。ソース領域３０４のいくつかまたはす
べては、ソースコンタクト３１１を有しても有しなくてもよい。説明の便宜上、すべての
ソース領域３０４がソースコンタクトを有するようには示していない。例えば、ソース領
域３０４－１２は、ソースコンタクト３１１－１、３１１－２、...３１１－Ｂを有し、
Ｂは、整数である。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　ドレイン領域３０６の行（または列）の間には他の細長いソース領域３４４－１、３４
４－２、３４４－３、...３４４－Ｒが配置され、図１２Ｃにおけるレイアウトの片側ま
たは両側（または上面）に配置されたドライバ３４６－１、３４６－２、...３４６－Ｒ
で駆動されてよい。細長いソース領域３４４－１、３４４－２、３４４－３、...３４４
－Ｒは、少なくともドレイン領域３０６－１１および３０６－１２などの少なくとも２つ
のドレイン領域３０６の側面の近傍に延びてよい。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　細長いソース領域３４４には、基板コンタクト３３０を配置する代わりに、領域３４５
－Ｂ１、３４５－Ｂ２、３４５－ｂ３、および、３４５－Ｂにおけるソース領域３４４の
片側または両側に緩衝域が設けられてよい。基板コンタクト３３０は、緩衝域内に配置さ
れうる。細長いソース領域３４４の形状が干渉域の反対側で調整されることにより、緩衝
域の効果を相殺し、緩衝域近傍の細長いソース領域３４４における面積内の電流密度の減
少を防ぐことができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００９５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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